
平成３０年５月役員会（臨時）議事録 
 

Ⅰ．日 時 平成３０年５月２２日（火）１１時０２分～１１時０３分 
 

Ⅱ．場 所 事務局第２会議室 

 

Ⅲ．出席者 徳久学長、中谷、渡邉、関、山田、松浦、堀各理事 

陪 席 桑古、角各監事 

小澤、竹内、佐藤、柳澤、西田、石井、山本、中山、宮﨑各副学長 

 
Ⅳ．議事 

１．平成３０年度卓越大学院プログラムについて 

中谷理事から、本学が申請する平成３０年度卓越大学院プログラムについて、

同プログラムの公募要領に定められた「当該プログラムが採択された場合にこ

れを確実に実施することを証する文書」に関し、資料に基づき説明があり、審

議の結果、承認された。なお、詳細は下記のとおり。 

 

〇「臨床人文学教育プログラム」が採択された際には、千葉大学より大学院人文

公共学府人文科学専攻、大学院人文公共学府公共社会科学専攻、大学院人文公

共学府人文公共学専攻、大学院融合理工学府数学情報科学専攻、新潟大学より

大学院現代社会文化研究科人間形成研究専攻、大学院現代社会文化研究科共生

文化研究専攻、大学院現代社会文化研究科共生社会研究専攻及び長崎大学大学

院多文化社会学研究科多文化社会学専攻の参画の下、国立歴史民俗博物館、公

益財団法人環日本海経済研究所、浙江工商大学東方語言文化学院、ロシア人文

大学東洋古典学研究所、イオン株式会社、公益財団法人イオン環境財団及び株

式会社JTB総合研究所と連携して、調書に記載の事項について確実に実施する

ことが承認された。 

 

〇「千葉大学国際治療学卓越大学院」が採択された際には、千葉大学大学院医学

薬学府先端医学薬学専攻の参画の下、カリフォルニア大学サンディエゴ校、国

立研究開発法人量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所、国立研究開

発法人理化学研究所生命医科学研究センター、国立研究開発法人産業技術総合

研究所と連携して、調書に記載の事項について確実に実施することが承認され

た。 

 

以 上 


